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なごやの大地を学ぶ会会報 no.40                     2024/03/01 

   愛知の大地のなりたち 10   新生代 

  

（１）大陸の東縁だったころ 

愛知県周辺に広く分布する領家花崗岩類花崗岩が固まった深さ（定置深度）は約

10km～20km（伊奈川花崗岩は 3～4km：植木・丹羽（2018））と見積もられてい

ます。侵食によって比較早い時期に地表に顔を出し，愛知の大地をつくっていた

かもしれません。日本海拡大以前には日本列島となる地域は，ユーラシア大陸の

沿海州に近いところあったと考えられています。この時期の復元図も多くの考え

があり，図 2 はその一例です。1912 年に提唱されたウェゲナーの大陸移動説に

寺田寅彦も関心があったようで，日本列島が大陸から分離したという考えをもっ

ていました（Terada,（1927，1934））。                 図 1 新生代の地質年代 

（２）多島海の時代 

ユーラシア大陸の東縁に海溝とほぼ平行な裂け目が現れ始め

た時期は 3000 万年前～2500 万年前のころ（4400 万年前とい

う考えもあります：佐野ほか，2022）。といわれます。やが

て形成された細⾧い盆地のような陥没地形に河川が流れ，水

が溜まったところには淡水湖がつくられたようです。その痕

跡として，淡水生浮遊性珪藻
けいそう

殻
かく

からなる珪藻土が能登・佐

渡・壱岐などや水深 2000ｍの大和堆北部から産出していま

す。最初は，浅い海に陸の断片がいくつか存在する多島海で

した。この入り組んだ海域を第一瀬戸内海とも呼んでいま

す。当時は全地球的に温暖であったため，海岸にはマングロ

ーブが繁茂し，ビカリアなどの巻貝も生息していました。こ    図 2 日本海拡大前の日本列島 

の頃の堆積物には瑞浪層群が知られています。ビカリヤは熱帯    （新妻ほか，1985 に加色） 

 - 亜熱帯の汽水域に生育した巻貝で（図 3），貝化石に関心のある人にはとても人気のあるものです。

私も，富山，岐阜，岡山など日本各地に採集に行き，瑞浪付近の中央自動車道の工事中に入れてい

ただいたこともあります。殻が

融けて中が真っ白なケイ酸鉱物

（オパールやメノウ）に置き換

わったものは「月のおさがり」

（お月さんの糞）と呼ばれ有名

です。図 4 はビカリヤの仲間と             

もいえる現生のセンニンガイ

Telescopium telescopium をオ

ーストラリア北東部のマングロ

ーブ地域で撮影したものです。図 3 Vicarya yokoyamai (レプリカ）   図 4 センニンガイ 
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このころ，現在の日本海沿岸地域には激しい火成活動

や，火山岩類の噴出と陸・湖沼・浅海に堆積が始まって

います。グリーンタフ変動と呼ばれ，金・銀・銅などを

含む黒鉱（図 5）鉱床などがつくられました。グリーン

タフの名は緑色変質を被った火山岩・火山砕屑岩類に対

して使われました。変質は噴出時の熱水によるもので，

緑
りょく

簾
れん

石
せき

，赤
せき

鉄鉱
てっこう

， 緑
りょく

泥
でい

石
せき

などが含まれています。火山

岩類は割れ目からの噴出が主で，日本列島の大陸からの

裂
れっ

開
かい

を示しています。この海進は全地球的な温暖化によ  図 5 黒鉱（大館市花岡鉱山産） 

る海水準の上昇と，アジア大陸東縁部における裂開に伴う沈降が加わったものといわれます（図 6）。 

 

          図 6 大陸からの裂開の様子（佐野ほか，2022 に加色） 

（３）日本列島の回転                  

2300 万年前頃から日本海での海底火山活動が活発となり，背弧拡大*の活動が最も活発だった 2000

万年前頃～1500 万年前頃までにかけて回転運動が起き，日本海が急激に広がったと考えられてい

ます。日本海の拡大により東北日本は反時計回りに約 20°～25°，西南日本は時計回りに約 45°

回転しながら太平洋側に押し出されていき，そこに太平洋側から伊豆火山弧が衝突して，東北日本

と西南日本が合体しました。 

*背弧拡大：プレートが沈み込みに伴って，その背弧側（火山フロントからみて，プレート沈み込み帯の反対側）の

地域で海洋底拡大（新たな海底が生産される）が起こる現象。 

 

日本列島が現在の位置まで移動する様子には観音開き説と押し出し説，両者を合わせた様な説など

いろいろあります。図 7 は Mashima（2009）と Jolivet et al.(1995)から作成したものです。 

さて，このような陸地の移動は，主に古地磁気の測定から推測しています。磁鉄鉱などの磁性鉱物

が堆積（定置）当時の地球の磁極の方向を記録していることを利用します。新生代以前の陸上の火

山岩の古地磁気を測定すると，東北日本と西南日本の磁極の示す方向が異なっていることがわかり

ました（図 8）。ここから日本列島が回転したという考えが出されたのです。ただこの測定は地上の

岩石のみを測定したものです。肝心な日本海底からは，典型的な縞状地磁気異常が日本海には観測

されない点から，定説となる考えがいまだ出されていません。日本海拡大の初期（始新世～漸新世）

に西南日本はほとんど回転を伴わずに大陸から分裂・移動し，その後，時計回りに回転しながら現

在の位置まで急速に移動したという考えがあります。背弧拡大によって引きはがされた地塊群は, 



3 

 

図 7  日本列島の移動の様子（村松，2019） 

すべて日本列島になったわけではなく，一部は日本海の

海面下に大和堆，朝鮮海台などの山として残っています

（図 9）。知多半島で見られる深海堆積物もこの回転に伴

う裂け目だといわれます（Hoshi et al.,2023） 

（４）日本海拡大の原因 

日本海拡大の原因もいろいろな考えがあります。当時は

太平洋プレートによって押される圧縮場であった地域が，

なぜ広がっていったかという問題点があります。有力な

考えの一つが図 10 に示した。地下からの高温のアセノス

フェアの貫入です。日本弧の下に発生したアセノスフェ

ア（高温のマントル物質）の流入によってユーラシア大

図 8 白亜紀の岩石の残留磁化方向（乙藤，2017）陸東縁の大陸地殻の一部が引き延ばされ，正断層など 

が発達し大陸地殻が裂

け，その割れ目を通じ

て地下から大量のマグ

マが噴き出して火山活

動が活発化しました。 

図 9 日本海海底断面図（絈野，1992 を簡略化）           プレート沈み込み角度の

増大や，海溝の移動を引き起こし，日本海周辺

に引っ張りの力（引張場）が発生したと考えら

れています。インド亜大陸のユーラシア大陸へ

の衝突が，ユーラシア大陸内に大規模なプレー

ト内に変形をもたらし，それが日本海拡大の引

き金になったという考えもあります。 

（５）日本海拡大後 

日本海拡大後，熊野酸性岩，サヌカイト（高マ

グネシウム安山岩・古銅輝石安山岩）などを形

成する火山活動が起こっています。この火成活  図 10 日本海にアセノスフェアの流入（URL） 
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動は日本海拡大によって西南日本が四国海盆に載り上げたため，西南日本の地殻下部が溶融してマ

グマを供給したと考えられています。甲斐駒ヶ岳の花崗岩や，設楽層群や⾧野県富草の火山岩類と

しても分布しています。設楽では下位の北設亜層群の堆積後と上位の設楽火山岩類の形成までの間

に時計回りの回転があったと考えられています。 

（６）新生代の気温変化 

日本付近は 5000 万年前のアジア大陸の東縁に位置していたころは，

現在よりずっと温暖な気候であったと考えられています。インド亜

大陸の衝突によるヒマラヤ山脈やチベット高原は形成されておら

ず，なだらかな大地が続いていました。夏の降水量は現在よりずっ

と少なく，日本海が誕生してから多雪が始まりました。4300 万年前

の西南日本の年平均気温は 22℃を超えていました（現在の沖縄付

近）。その原因は活発な火山活動による大気中の CO2 が，現在の 2 倍

を超えていたためです。その後，寒冷化がはじまり，北海道では広

大な湿地に炭田が形成されました。日本列島が形成されたあとは，

周期的な寒暖の変化を繰り返しながら，全体としては寒冷化が進行

していきました。「中期中新世最温暖期」は多島海の時代です。この

温暖化の原因は，アメリカのコロンビアリバー洪水玄武岩の活動に

よる大気中の CO2 の増加とされます。さらに「古黒潮」と呼ばれる

暖流が日本付近に流れ込むようになり，日本の温暖化を促進させま

した。                    図 11 5000 万年前以降の気温変化（佐野ほか，2022） 
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